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必要としている。 (UZB.S. 250.) 
31 
全講演を通じて問題とされるのは「教養 (Bildung)jである。教養は

















































































































































「超えた (uber)j、「主観にとらわれない (subjektfrei)j(UZB， S.714.) 
領域とも表現する。すると自由を抑制するとは、主観にとらわれなくなる






時代の静観的本能 (beschaulicheInstinkte seiner Kindheit)jに忠実
であり続ける「真に教養ある(真に形成された〉人」のみが為し得る「真









































































































































1) Friedrich Nietzsche， Also SjうrachZarathustra， Samtliche Werke， 
Kritischen Studienausgabe (以下 KSA.と略記)4， BerlinjNew Y ork， 
1988， S.29.以下ニーチェの作品は同著作集所収のものを用い、著作名と
著作番号のみを記す。
2) Ecce homo (KSA. 6)， S.335-350. 
3) lmmanuel Kant， Beantwortung der Frage: Was ist Aufklarung? 
(Gesammelte Schriften， Bd. VII) BerlinjLeipzig， 1923， S.35. 
4) Nachgelassene Fragmente (KSA. 11)， 34 [181J， S. 483. 
ここでニーチェは「何?Jではなく「誰?Jを、立てられるべき問いとし
て提示する。その意味するところは大きいが、今回は問いの立て方のみを
扱いたい。解説としては以下に詳しい。 Vgl.Gilles Deleuze， Nietzsche 
und die Philosophie， ubers. v. Bernd Schwibs， Frankfurt a. M.， 
1985， S.84. 
5) Ueber die Zukunft unserer Bildungsanstalten. Sechs offentliche Vor-
tra・ge(KSA. 1).以下本論文中では (UZB)と略記し、本文に挿入する。
6) Nachgelassene Fragmente (KSA. 7)， 8 [9η， S.260. 
講演と同時期の本書所収の遺稿 (7[1J~ 8 [121])では、講演より的確に
まとめられたニーチェの教育観を窺うことができる。
7) Ebd.， 8 [99J， S.261. 
8) Ebd.， 7 [12日， S. 168.強調はニーチェによる。
9)ここで用いた「芸術 (Kunst)Jは、『悲劇jの誕生』の思惟圏にあるニーチ
ェの用語「人間の本来の形而上学的活動J(Die Geburt der Tragodie 
(KSA. 1) Versuch einer Selbstkritik 5， S.17.)に等置され得るものと
したし、。 Vgl.Georg Picht， Nietzsche， Stuttgart， 1988， S.148-160. 
10) Nachgelassene Fragmente (KSA. 7)， 7 (23J， S.14lf. (od. 7 (24)~ 
(44J， (121J~(122J) この「母語」としての民族の言葉は、 『ツァラトゥ
ストラ』では「善悪の言葉」として、評価し、価値を創造する人間の全体
性を象徴する。 (Vgl.Also sρrach Zarathustra (KSA. 4)， S.74-76.) 
11) Nachgelassene Fragmente (KSA. 7)， 7 [122J， S.170-176. 
12) Unzeitgemasse Betrachtungen: Schopenhauer als Erzieher (KSA. 1). 
以下本論文中では (SE)と略記し、本文に挿入する。
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13) Ecce homo (KSA. 6)， S.319. 
14) Nachgelassene Fragmente (KSA. 7)， 7 [160J， S.201. 
15) Ecce homo (KSA. 6)， S.320. 
16) Also sρ叩 chZarathustra (KSA. 4)， S.31. 
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